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2019-20 年度 RI 会長：マーク・ダニエル・マローニー／ ガバナー：鈴木秀憲／会長：小椋 剛／ 幹事：野口一信 

クラブ会報委員会 委員長：小池俊輔／例会日：木曜日 午後 12:30 開会／会場：ガーデンパレス 

 

第２５９９回 ２月第１例会 ２月６日（木） 

[  通常例会  ] 

●点鐘 小椋 剛 会長 

●国歌斉唱、ロータリーソング斉唱 

●四つのテスト唱和 

●会長の時間 小椋 剛 会長 

●幹事報告 野口一信 幹事 

●委員会報告 

●ロータリーの友読みどころ紹介 

●卓話（為貝会員、坂本会員） 

●出席奨励・スマイル委員会 

●点鐘 小椋 剛 会長 

 

点 鐘  

 

会 長 の 時 間  

 

小椋会長 

 皆さんこんにちは、２月３日は節分でしたが、豆ま

きをした方もいらっしゃると思います。節分という行

事は結構しぶとい存在らしく、マーケティング会社が

行った調査によりますと節分の実施率は４割に近い

そうです。 

 節分とは「季節を分ける」ことからきているようで、

季節の始まりを示す立春、立夏、立秋、立冬の前日は

いずれも節分となるようです。現在では節分といえば

立春の前の日だけをさすようになったみたいです。 

節分は立春の前日にあたる日ですので、必ずしも２月

３日とは限らないようです。立春は、地球と太陽の位

置関係によって決められ、だいたい毎年２月４日頃に

訪れるため、節分はその前日の２月３日頃になってい

るみたいです。ちなみに来年２０２１年は、立春は２

月３日、節分は２月２日となるそうです。 

立春は暦の上では春が始まる季節のことですが、花粉

症に苦しむ人にとっては、もうそろそろかと気になっ

てくる時期だと思います。花粉の飛散が始まる時期の

見当をつけるための方法として、１月初めから毎日の

最高気温を足し合わせるという方法があるそうです。

合計が４００度を超えると危険信号だそうです。今年

は暖冬ですので例年より早くその季節が来そうです。

ちなみに昨日までの東京中心部の気温を足すと４０

０度を超えているようです。新型コロナウィルスの影

響でマスクが品薄なのが気になりますが、花粉症の方

は頑張って乗り切ってください。 
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 明日は、いよいよ本年度のメイン事業であります防

災公開講演会です。新型コロナウィルスの感染の広が

りが問題となっておりますが、その影響はまだ行田に

は届いていないと思います。自治会の皆様の動員のお

かげで、３００人強の来場が見込まれます。連日の例

会となってしまいますが、本年度のメイン事業ですの

でご協力よろしくお願いいたします。 

以上、会長の時間挨拶とさせていただきます。ありが

とうございました。 

 

幹 事 報 告  

 

野口幹事 

本日、２月定例理事会が開催されました。 

審議事項：４件 

① 前回議事録承認の件 

② ３月プログラム承認の件 

３月５日  卓話(プロバスクラブの方) 

３月１２日 卓話（本庄商工会議所青年部会長） 

３月１９日 休会 

３月２６日 卓話（行田税務署長 佐藤様） 

夜間例会ゆもとレストラン 

③ 行田市鉄剣マラソン協賛の件 

       以上３号議案までは承認されました。 

④ 地区からの協賛依頼 ￥２０，０００については

会長幹事で詳細内容確認後決める事となりました。 

 

報告事項：１件 

①  収支中間監査の件、会計理事に確認いただき 

 問題はございませんでした。 

 

委 員 会 報 告 

 

地域防災委員会 古沢委員長 

いよいよ明日、行田ロータリークラブ、行田浮き城プ

ロバスクラブ、行田市自治会連合会共催の公開講演会

です。駐車場につきましてはセレネ駐車場をご利用く

ださい。タイムスケジュールは１１：３０から食事 

１２：００例会、１２：４５会場で待機、１３：００ 

セレモニー、１３：３０講演、１５：００閉会 

ネームプレート、襷着用でお願いします。 

講演会の目的は防災に対する啓蒙運動、市内小学生へ

の防災グッズ贈呈です。 

３５０名ほどの来場が予定されておりますので、よろ

しくお願いします。 

 

ロータリーの友読みどころ紹介 

 

ロータリーの友委員会 小林群司委員長 

P.7 ・・ようこそ島へ 

P.12・・隠岐の島の活動 

P.16・・平和の社会を創る(ローマ法王来訪) 

P.19・・ロータリーの平和フェロー 

P.47・・表紙について縦組み表紙のポールハリス 
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P.56・・支援学校にタブレットを(行田さくら RC) 

P.64・・敗戦国日本を救った恩人 

P.72・・この人を訪ねて＝那須隆男さん 

      ゴム気球のシェア５０％以上の会社 

P.77・・聞こえる世界から聞こえない世界へ 

    そして共に生きる社会へ 

 

（上記ページ表記はすべて横書きページでの表示） 

 

 

誕 生 祝 い 

 

２月生まれ会員・・・ 

古沢勇治会員、小池会員、松岡会員、清水会員、渡辺

会員、小林一好会員、田島会員、柿沼会員 

おめでとうございます。 

代表して清水会員より喜びの言葉を頂きました。 

 

卓 話（新入会員） 

 

為貝会員 

 卓話テーマ ： 「ＳＤＧｓについて」 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）とは・・・ 

２０１５年９月国連で採択された世界全体の経済、社

会及び環境の三側面から先進国と開発途上国がとも

に取り組むべき国際社会全体の普遍的な目標 

２０３０年をターゲットとして「誰一人取り残さない」

社会を作ることを理念とし、１７の目標、さらに具体

的な１６９の目標から構成されます。 

１７の目標は大きく３つの視点に分かれます。 

① 貧困や飢餓、水の衛生など（開発途上国目標） 

② 技術革新、クリーンエネルギーなど(先進国目標) 

③ 気候変動など(グローバル目標) 

このＳＤＧｓの日本の２０歳以上の認知度は３７％ 

ビジネスマンは４４％、株式投資家は５０％で、まだ

まだ浸透していないのが現状です。 

ＳＤＧｓへの取り組みが出来ていない企業はサプラ

イチェーンから排除されるリスクもあります。 

以上のようなＳＤＧｓの詳細に関してお話を頂きま

した。ありがとうございました。 

皆様、ＳＤＧｓについてネットでも調べてみてくださ

い。 

 

 

坂本会員 

 卓話テーマ：「日本のトラック輸送の現状と  

          全日本トラック協会の取組」 

日本の国内貨物輸送量は年間約４８億トン 

９割はトラック輸送が担っている。１割は鉄道、海運

などです。 

営業用トラックの４０％は農水産物、日用品、２５％

が木材、砂利、など建設関連、３５％は金属、石油製

品など生産関連となります。 

営業トラックの台数は平成２９年度１４４万車両で

平成２５年から５％増加、ドライバーなど輸送従事者

も平成３０年度で８６万人、平成２４年度から２％増

加、年齢は徐々に高齢化が進んでいます。 

宅急便については今、年間取扱数量は４３億個でこれ
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からも増加傾向といえます。この増加傾向に対応すべ

く各輸送事業者はトラックの回転率の向上などに取

組んでいます。 

 全日本トラック協会の取組について・・・利用者が

安全な輸送業者を選びやすくするため平成１５年度

よりＧマーク制度を実施（写真にあるステッカー）＝

国土交通省とトラック協会が安全輸送実施事業者と

認めたトラックにのみ貼ることのできるステッカー

です。６５万台の車両が貼っていて、全国営業トラッ

ク車両全体の４８％となっています。 

以上のような内容のお話をして頂きました。 

 

為貝会員、坂本会員ありがとうございました。 

 

出席状況・ニコニコ報告 

T 正会員数 63 名 

P 本日の出席者 31 名 

本日の出席率 49％ 

 

ニ コ ニ コ 報 告 

○小椋会長 

  ・明日の公開講演会、協力よろしくお願い致します。 

○野口幹事 

  ・為貝会員、坂本会員、本日はよろしくお願いします。 

○小沢副会長 

  ・為貝会員、坂本会員、本日は卓話ありがとうございます。 

○小山会員 

  ・為貝会員、坂本会員本日はありがとうございます。心して

聞かせて頂きます。 

○斎藤恭一会員 

  ・為貝会員、坂本会員、本日は卓話宜しくお願い致します 

  

※本日のニコニコは 7,000 円でした。 

ありがとうございました。 

 

 

 

司会 吉岡会員 

 


